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パノプテイコンとしての家庭

一一ディケンズとオナニズム

中村英男

1 何故ピップはハヴイシャム夫人と一つの塊となるのか

f大いなる遺産』の終末近くですべてを知ったピップが罪を悔いたハヴイ

シャム夫人のもとを立ち去ろうとした際、彼女がコンベイソンに裏切られた時

以来着続けてきた婚礼衣装が引火し、それを消そうとしたピップが夫人と一個

の塊となって床を転げ回るという場面が描かれている。

静かに立ち去ろうと頭を引っ込めようとしたその瞬間、大きな炎が

燃え立つのを目にした。同時に彼女[ハヴィシャム夫人中村記]が自分

の方へ走ってくるのに私は気づいた。叫ひ官をあげる彼女の身体全体

に炎が渦巻いており、身長の倍の高さにまで炎は燃えさかっていた。

自分はその時ダブルケープの上着とさらに腕には厚手のコートを掛け

ていたのだが、それをとって彼女に覆い被せ、さらに床におし倒して

彼女の身体全体に掛けようとした。(中略)我々は必死の敵同士のよ

うに床を転げ回り、私が彼女に布を掛けようとすればするほど、彼女

はますます荒々しく叫ひ演をあげ、ふりほどいて自由になろうとし

た。 (368)

果たしてこの場面にはどういう意味が込められているのであろうか。何故あ

る種の情熱を暗示するような炎が疑似親子関係にあったとも言えるピップとノ、

ヴイシャム夫人の二人をつつみ込む様を描く必要があったのであろうか。そし

て炎に包まれた彼らの動きにもし何か性的なものを読み込んで良いのだとした

ら、そのような男女の関係を暗示するような炎の中で二人は何故「必:，9Eの敵同
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土」のように見えたのであろうか。結論から先に言えばこの物語において彼らi

は親子であり、男と女であり、同時に敵同士でもあったという事になるのだ

が、詳しくは順を追って説明していきたい。

2 ロマン主義の残津に傷つけられる家庭

デイケンズがその代表的文学者であったヴイクトリア朝と聞けば性的謹厳さ

を思い浮かべることが常であるが、現実にはそう単純なものでもなかったらし

い。デイケンズより 7つ年下で、ヴイクトリア女王と同い年のメアリアン・エ

ヴァンスがu.H・1レイスと正式な結婚が出来ず、周りから激しい反発をうけ

ながらJレイスの死に至るまで事実婚の状態にとどまらなくてはならなかったの

は、 Jレイスが法律上の妻との聞に有した非ヴイクトリア朝的な婚姻関係が原因

だった。ルイスが妻の不倫を事実上認め、 1850年から 57年の聞に妻アグ

ネスと他の男性の間に出来た4人の子供を法的に認知していたために、正式の

離婚ができない状態だったのである。

この事例がさらに非ヴィクトワア朝的という印象を与えるのは、妻をそのよ

うな自由で解放された逸脱的な関係に導いたことに他ならぬJレイス自身が関

わっていたという事実である。妻の不倫の相手は「リーダーjというラデイカ

リズムを標梼した雑誌を共に創刊した盟友とも言える人物で、 「人は情熱と共

に生まれるものでありそれを無視することによってしつけることはできない」

と広言する人物であり、 1レイスもその見解を共有していた。彼が他人と自分の

妻の聞に生まれた子“供を自分の子として認知したのにはそれなりの負い目、あ

るいは(そのような自由な関係に対する望んだかどうかは別にして)ある程度

の了承があったのだろうと推察される(註1)。

同じ時代にもう一人、パートナーの結んだ逸脱的な関係に苦しんだ人物がい

た。デイケンズより 16歳年下の作家ジョージ・メレディスである。彼の妻メ
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アリの不倫行為については比較的よく知られている。こちらの関係はG・エリ

オットとJレイスを悩ませたものに比べれば平九と言っても良いもので、 185

8年、妻の家出によりメレディスは)人息子のアーサーと共に家庭に取り残さ

れることになった。画家ウォリスと出奔したメアリは、結局捨てられて3年後

困窮の内に死んだ。ヴィクトリア朝の想像力通りの展開となったこの事例が興

味深いのはメアリアンことG・エリオットを悩ませた婚外関係同様、ロマン主

義の影が差しているという点においてである。ルイスの栽L¥ρ友人でもあり、

彼の法律上の4人の子供達の生物学的な父親でもあったソーントン・ハントは

ロマン派の詩人・批評家であるジェイムズ リー・ハントの息子であったし、

メレディスの妻メ7リは、シエリーの友人でもあった作家のトーマス・ラプ・

ピーコックの娘だったのである。

親古寄生かということがその親の支配する家庭に育った人聞をどれほど決定づ

けるものなのか。ソーントンカ句=倫関係において産ませた自分の子供の養育費

を恥知らずにもJレイスに要求し、その理不尽な願いがはねつけられるとルイス

との決闘の可能性までちらつかせたということにソーントンの父親である詩

人・批評家の加えた影響が、正確にどれほとeあったかなど決めようもないこと

だろう。ましてや、うまくいかない夫婦関係が破綻する理由に主義も何も関わ

りがない。仮にそう言う者がいても決して鈍感とは言われまい。だが自由な恋

愛、解放された性への志向など間接的に息子や娘の人生の選択に幾分かの影響

があったと推察する事は、事の顛末が指し示す労をとるのをはばからなけれ

ば、さほど的はずれな事でもないように思われる。少なくとも、後に明らかに

するつもりだが、デイケンズが信じた所によれば、子供を作るのは親なのであ

る。

ロマン主義的思想は世紀末の英国においてフランス草命の影響を受けて加熱

し人びとを魅了した。多かれ少なかれ知的な領域に関わりを持つ人は、自分の

志向とは関わりなく解放のイデオロギ}として性に関するロマン主義的思想を

吸引し、なにがしかの影響を受けていたことであろう。その程度が恐らくは普
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通の知的な層に属していた人ぴとより幾分かは高かったに違いないロマン主義

の代表的人物の息子と娘が、その影響がイギリスという政治的文化的空間の極

端な保守化が進んだ場所で急速に強化されていく伝統的な婚姻関係を強いるよ

うな雰囲気を一種の束縛や拘束と見なし、それにある程度の反発を感じたと L

ても特別の不思議はないように恩われる。あるいはただ彼らは時代の急激な変

化に取り残されてしまっていることにすら気づかない程、無意識的に自らが

育ったロマン主義的なイデオロギーの中にどっぷりと浸っていただけだったの

かも知れないのだ由、

3 自然から家庭へ

ロマン主義者には自由な男女の性愛関係を崇める彼らなりの理由があった。

M ・パトラーが『ロマン主義者、反逆者、反動家jにおいて指摘する(136)よ

うにシエリーやピーコックにおいては伝統的なキリスト教の持つ紫欲主義に対

抗する新しい原理としてセクシュアリティこそがより人間的なあり方を指し示

しているように見えたという事情を理解しておく必要がある。ロマン主義が、

チャーJレズ・テイラーの指摘するところによれば自然を「道徳的源泉 (368.

369) Jと見なしていた以上、人間の内なる自然であるセクシュアリティを称

揚しそれよって結びっく関係を重要視するということはある意味で当然の帰結

でもあったのかも知れない。ロマン主義者(とその末商達)の目には結婚とい

う制度こそ人工的で因習的、かっ不自然で抑圧的な社会の具現と映っていたの

である。

テイラーの述べるところによれば自然は 19世紀においてショーベンハウ

アー的な無道徳的力やボードレール的な醜い何かへとその意義を変えていく。

ショーベンハウアー的な、道徳を有さぬ自然というあり方については19世紀

小説の読み手にはハーデイのエグドンヒースの姿を思い浮かべれば理解しやす
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い。機械主義的、功利主義的態度への一種対抗する力としてロマン主義にとっ

て自然は普なるものの具現であったが、仏草命の後にはその解放された力がや

がて世界に暴力と無秩序をもたらすものと考えられるようになり、 19世紀の

と号こかの時点でその道徳的基準であったものが道徳とは切り離されたものと理

解されるようになっていくのである。ハーデイと同年の生まれであるゾラが中

心的な役割を果たしたが、結局イギリスにおいては十分に拡がることなく終

わった自然主義も、遺伝という自然の無道徳な力に支配され決定されるものと

して人聞を捉えるという点において必ずしも普とは言えない、人びとを根底か

ら支配する力として自然を見ょうとする見方の一つであると言える。

そして、その自然に対する見方の変化を具現ιているの由主 19世紀のイギ

リスの文芸においては他ならぬジョージ エリオットであった。実生活におい

て自由な恋愛のもたらす負の影響をいやというほど見せつけられたエリオット

は自分の作品の中で自由な恋愛にとって代わる人と人との結びつきの根源、す

なわち道徳的源泉となりうるものの可能性を追求していく。彼女の描いた作品

で、そして彼女の現実の振る舞いにおいて、自然に代わって家庭という存在が

信ずべきもの、道徳的源泉の役割を引き受けていくことになる。エリオット

は、 Jレイスと法的妻アグネスとの聞にできた、生物学的に言えば自分の子では

ない3人の子供の事実上の母としての役割を果たす存在になっていく。そして

彼女はその過程を自分の作品へと結晶化していくのである。

自分と直接血のつながりのない、捨てられていた娘エピーを育てることに

よって共同体とのつながりを回復していく Iサイラス・マーナー』の同名の主

人公、そして『フエリックス・ホルトjにおいて同じように捨て子だったエス

ターを育て上げる牧師。二人の男はいずれもが最終的に自分の育てた血縁のな

い娘によって生物学上の父母に優先して選ばれることになる。エピ}は社会的

に上位の階層の人間だが、幼い日に自分を捨て養育を拒んだ生物学上の父から

の復縁の申し出を断って、貧しいサイラスの娘として嫁に行くことを選択す

る。エスターも自分に与えられるはずの生物学上の父母からの遺産を受け継ぐ
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ことを拒むことによって、養育者としての親との鮮を最も重要なものとして確

認する。

この対照にあるのが、同じ『フエリックス・ホルトJにおける地元の名家の

継承者ハロルド・トランサムとその生物学上の父ジャーミンとの関係である。

倫理的に逸脱した関係をハロルドの母との聞に結んでハロルドを産ませ、成長

して当主となった事情を知らぬハロルドから軽蔑をうけながら自分の利益のた

めに生物学上の父であると名乗るでる顧問弁護士ジャーミンの姿にエリオット

が実生活において目撃した生物学的に父であるに過ぎない男、ソーントン・ハ

ントの姿を読み込むことはそれほど大きな誤りではないであろう。セクシュア

リティという人間の内なる自然、との関係において親であることでなく、養育す

る文化的な行為が道徳的に優越した行為としてエリオットの作品で認定される。

エリオットと共にダーウィニズムを受け入れていく同時代の一般の人びとに

とっても遺伝という自然の理解の仕方は基本的に同じだったと想像できる。自

然はロマン主義的な道徳の源泉から科学的かつタ!陥的な法則へと姿を変えてい

く。セクシュアリティの力は生物学上は親子であるジャーミンとハロルドの外

見を鏡で映したようにほぼ同ーのものとして再生産する(581)が、二人の間に道

徳的源泉となるような感情を生み出すことは出来ない。それはエリオットにお

いてはたとえ生物学的には親子ではない者の聞にも、養育という愛の行為を通

して疑似父と疑似娘の聞に生まれていくものなのである。

4 デイケンズ作品内外のロマン主義者たち

デイケンズとロマン主義との関連としてすぐに思い浮かべるのは、 18 5 0 

年に発表された『デイヴイツド・カツパーフィールド(以後「カツパーフィー

1レドjと記す)Jに描かれた詩人シエリーを思わせるジェイムズ・スティ 7

7ォースの姿であろう。二人の似かよりはその学生としての姿に始まる。オッ
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クスフォード大学時代「狂ったシエリー」と呼ばれ大きな時代の流れと共に権

威に反逆した詩人の姿は、 『カツパーフィーJレドjでは貧乏な教師を虐める青

年の姿に倭小化されて呈示されている。二人の反逆児を決定的に結びつけるの

は、その共通する死の事情であろう。溺死した場所がグレート・ヤーマス沖で

あるかスペツイア湾であるかという違いはあまり重要ではない。嵐の海で遭難

したという事情で当時文学的連想は十分に働いたはずである。

我々にとってさらに重要な二人の聞の共通点は、彼らが行った自由な恋愛と

その恋愛が引き起こした悲劇的とも言える結末である。現実の詩人もスティ7

7ォース同様、自由に解放された関係を複数の女性との聞に持とうとした人物

だった。二番目の妻メアリによって『フランケンシュタインjが書かれる事に

なるパイロンも同行したスイスへの旅行は、二人の正式の婚姻が成立する以前

のものであった。メアリとの関係が法的に認められたものになるのはシエリー

の最初の妻ハリエットの自殺を待たねばならなかったのだが、その自殺の原因

の恐らく大きなものはシエリーが内なる自然をある意味で信奉し、性的な旧弊

を打破するという意識もあって結ぼうとしたにメアリ・ウJレフストン・ゴド

ウィンとの逸脱的な関係だったことは疑いようがないであろう。一方、誘惑し

事実上捨てることになったエミリ自身を一種もえっきたような状態にしたとい

うだけでなく、その婚約者ハムの偶発的な死を含めベゴティたちの家庭を決定

的に傷つけたという意味でスティアフォースの恋愛はシエリーのそれ同様「道

徳の源泉Jとなるべき場所を徹底的に破壊したというヴイクトリア朝人の目か

ら見た許し難い罪を犯しているのである。

デイケンズは他にも著名なロマン主義者と実生活において関わりを持ってい

た。それはエリオットを悩ませた性の逸脱者ソーントン・ハントの父でロマン

主義の詩人批評家のリー ハントである。作家はその姿を作品の中に書き込

んでいる。 1853年に発表された『荒涼錯』の「僕は子供なんです」と責任

を回避する偽善者スキムポールの姿がそれである。既に影響力を失いヴイクト

リア朝に生き延び過去の人となったこの詩人・批評家の態度の中に作家が見い
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だし、わざわざ作品の中に登場させて批判しているのは本当は大人でありなが

ら子供のふりをして責任を回避する態度であって、シェリ-/スティアフォー

ス的な恋愛に関する逸脱的な態度ではない。しかし、もしスティ 77オースの

恋愛に対する態度の中にヴイクトリア朝人の見いだしたであろう決定的破庇

が、その恋愛に於ける根本的な無責任さ、ヴィクトリア朝人の信じるところで

は男女の恋愛と分かちがたく結ぼれるべき家庭との結びつきを無祝し回避して

いるその態度にあるのだとすれば、スキムポーJレに描かれた小児的な無責任さ

と、スティ 77ォース的/シエリー的な自由な恋愛体験には通底する点がある

という事になる。さらにいえば、それは既に見たリー・ハントの息子である

ソーントン・ハントのエリオット達に対して見せた自由な恋愛に関する度はず

れた無責任さとも関係してくることになる。

「荒涼館jが出版された 1853年にはソーントンとJレイスの妻アグネスの

問には3人目の不倫関係による子供が生まれており、同時にエリオットとJレイ

スの交際も始まっていた。 jレイス、アグネス、ソーントン三者の関係は、この

以前から文学関係者の問では噂になっていたというから、デイケンズが『荒掠

館」を書いた際にこれらの事をある程度知っていた可能性がある。もしそうな

ら無責任の具現スキムポールとして作品にその姿を書き込んだリー・ハントへ

のデイケンズの批判には恐らく親であるリー-ハント自身の性格と共により実

質的な(一般の人は知らなかったが文学関係者ならうなずくような)彼の息子

のやっていた行為が重ねられていたということになる。この推測に十分な根拠

があるわけではない。単にリー.ハント個人の中に作家がみた性癖に過ぎな

かった可能性も十分にある。しかし息子と父の無責任さが一人の人物として重

ね合わせて批判されているのだと考えれば、 『荒涼館jに先行する『カツノ〈ー

フィールドjにおいて示唆されていたスティアフォースとシェリ}の聞に結ば

れる線との結ぴつきをここでも見ることが出来るということになる。ロマン主

義者が自由な恋愛によって家庭を傷つけるという構図である。自由な恋愛の無

責任きに対する反動。それがディケンズが他のヴイクトリア朝の作品と共有し
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た家庭の素地となってその構造を決定している。いわば自然/セクシュアリ

テイの間接的な影響のもとにヴィクトリア朝の家庭が作り上げられていくその

たどった跡をここに確認出来るということになる。

5 ディケンズの初期作品におけるゴシック的近親相姦テーマ

一般的な理解において、家庭は福音主義者ハナ モアらが中心となって進め

られた宗教の意味の再付与の力によっていわば反動的に、重要性が増大して

いったのだと考えられているが、この論文で見ておきたいのはいわば宗教的イ

デオロギーの単なる再確認あるいは揺り戻しにより家庭が特殊化されていくの

と平行して、そして恐らくそれよりもより決定的に重要な意義を与えるものと

して、家庭が前の時代のロマン主義が道徳の源泉として信じた自然と結びつい

て特殊な場へと変容していく過程についてである。

フランス草命への幻滅により自然を道徳の源泉とみなし自由な恋愛を唱道す

るロマン主義にとって代わって保守的な傾向が強化されていく英国において、

家庭が道徳の源泉の地位に登っていく。恐らくその究極的な頂点が既に見たよ

うなジョージ・エリオットの描いた世界、責任を持った親とその親への敬愛を

抱いた子の聞の結びつきが生物学上の無責任な親に優越する世界であったろ

う。デイケンズはある意味でエリオツトに先行して家庭を特殊な場として描い

ていく流れのー例だと言える。以下デイケンズ作品の変化を見ることによって

確認したいのは、エリオット的な理想化された家庭の創造ではかならずしも明

確にはなっていない家庭の中の強烈な緊張をもたらすセクシュアリテイの力に

ついてである。

かなり早い段階からデイケンズは家庭の持つ意味を重視していた。ただし、

初期の作品には必ずしも道徳の源泉としての家庭の意味はそれほど明確となっ

てはいなし、というよりもこの時期デイケンズの描く家庭においては『ドン
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ピーと息子J(以下『ドンピー』と記す)にまでつながる継承の失敗が繰り返

し描かれていると言える。 rニコラス・ニックルピーJ (以下『ニックル
ピー』と記す)の中で主人公の家庭は伯父に代表される家庭を脅かす力によっ

て浸食されようとしているように見える。一方悪漢である伯父ラJレ7・ニック

ルピー自身の家庭は妻の逃亡によって崩壊し、その嫡子は実際上の養育拒否に

より見失われてしまって魯鈍な状態のままに置かれている。状況は『バーナー

ピー・ラッジJにおいても同様である。主人公と同名の父親は息子の生まれる

日に罪を犯し、その結果の早産によってこの小説の題名となった人物は『ニッ

クルピーJのスマイク(ラルフの失われた息子)同様、魯鈍な状態に陥ってし

まっている。この継承の失敗の系譜は『ドンピー』の早熟なボウルの姿にまで

つなげて考えることが出来る。ポウル自身は虚弱な身体と共に彼の先行者たち

とは逆の極端な鋭敏さを有しているが、その短命により父の願う継承を失敗に

終わらせるという点で三人の運命は通底する。彼らの魯鈍や短命は皆家庭が崩

壊の兆しを示していることの証であると言えよう。

注目したいのは、デイケンズの初期の作品においてロマン主義の時代に数多

く書かれ人びとの想像力を魅了したゴシック小説的な近親相姦のテーマか巧妙

に偽装された形で残存し、小説の重要な駆動力として働いているように見える

という点である。

『ニックルピー』は無垢で純粋な甥ニコラスと「クリスマスキャロJレ」のス

クルージーの原型とも見える強欲な伯父ラル7との対立をめぐる話のように一

見見えるがその点は本質ではなく、実際は権力を有した伯父がニコラスに隠れ

て行う実の姪(ニコラスの妹)への性的な駆り立てが重要な中心をなしている

という事を指摘したい。この図式がすこしわかりにくいのは、まさにそれが近

親相姦的なものであるために巧妙な偽装が施されているからである。ケイトを

実際に性的に迫害するのは伯父ラJレ7自身ではなく、彼の知り合いの貴族達

(そのうちのより中心的な人物マルベリ・ホークはラル7の欲望を代理するた

めに老人と規定されている)と言うことになっているが、彼らの姪への性的迫
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害の場面に居合わせ後にケイトの手を慰めるように受けとめた伯父の、彼女を

守る立場の甥ニコラスへの一見不可解な反感はこの人物自身の欲望をそれらの

貴族が代理的に執行していたのに過ぎないことを示している。ラル7はこのこ

人の貴族が行ったことを予測.し、望んでさえいたと小説は記している

(357)。ケイトへの伯父のこの偽装され隠蔽された欲望はこの後直接には追

求されずに終わるが、彼の欲望はさらなる偽装を施され、別の人物の別の人物

へと転移されて描かれ続ける。

それが、ラルフが画策する次の悪事、アーサー・グライドという別の老人に

よる後にニコラスの妻になる女性マデライン プレイとの強制約な結婚の計画

である。アーサー・グライドとラル7・ニックJレピーとは二人ながら妻を持た

ない寄沓漢の老人であり、その相手の女性二人が共にニコラスが守るべき女性

であることを考えれば、ラJレ7のケイトに対する欲望の変奏と見ることが出来

る。最初は年老いた貴族がケイト自身を、そして次に別の客膏漢がケイトの代

わりの若い女性を、ラJレ7自身に代わって性的に征服しようとする。最初にほ

のめかされた近親相姦の可能性はさらに実現の可能性が遠ざけられて、しかし

語られ続けていくのである。

老人の若い女性へのほのめかされる欲望は『ニックルビーjばかりにあるの

ではない。同じく初期の作品『マーティン・チャズルウイットJ(以下『チャ

ズルウイット』と記す)にも老人と若い女性、そして若い男性の三角形か存在

する。小説の始めに登場した際、老マーテインとその養女メ7').グレアムは

他者の目から描かれるが、その際に彼らの関係は性的な合意を含んだものとし

て提示される。それは後に『骨董館」のネルと老人の関係のように「倖垢」な

ものだったことが判明し、最終的にはその養女と老マーティンと同名の孫との

婚姻が成立して物語は終わりを迎えるのだが、それまで悪漢の事実上の支配下

に置かれて虚弱だったはずの老マーテインが不可思議在回復を見せてすべての

正義を回復するというものであり、本来描くはずだった欲望がかき消され塗り

込められてしまったような印象が残る。
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ラJレ7・ニックJレピーが彼の視点から言えば「ろくでなし」のニコラスから

そうするように、 『骨董屋jにおいてもネルの実の兄から彼女を「救い出そ

うJとした祖父であるトレント老人の姿にも同じ関心を見ることが出来るので

は者いか。一見全くの善意に基づいて行動し古いるように見えるこの老人の姿

には賭博癖というやめることの出来ない暗い欲望が書き込まれているが、彼が

実際に抱いていたかもしれないそれ以外のおさえられない欲望についてははっ

きりと描かれてはいなし、直接的にはそれはネルを追い回すグロテスクな人物

クゥイルプに、そして比較的身近な人物の中に、この老人の欲望が投影されて

いると見ることが可能である。丁度『カッパーフィーJレドjにおいてアグネス

を性的に追いつめるユ}ライ7・ヒープとそのヒープに操られているアグネス

の父ウィッタフィーlレドの関係に近い。悪漢遠は本来そのような欲望を抱くべ

きでない人々の欲望を代理しているのである。さらに暗い教会の地下室で暗い

穴についてネJレに語りかける老いた墓守(原テクストでは sextonという言葉

が使われている。)とトレント老人の聞には恐らく「ニコラス』においてのラ

ル7 ニックルピーと老貴族ホー夕、あるいはグライド同様の関係があり、二

人の老人はネルに対しほぽ同じ関心を共有していると考えられる。

通常『骨董屋jという作品の主題はネルの哀れな死すべき運命、すなわち死

の問題と結びつけて考えられるが、実際にはたとえば次の場面はネJレの性とむ

すびつけて考える事が可能であり、むしろそうすることによって『ニックル

ピー』などの他の初期の作品に通底する関心を見いだすことが出来る。地下室

にある古い井戸を知っているだろうと言う老いた墓守に対しネルはその場所を

怖いと言い、行ったことはないと答える。墓守はその場所を少年の頃からよく

知っていると言い誘うのである。老人と少女が井戸を見ているというこの場面

の具体的な状況をいったん捨象して、二人の言葉それ自体と結ぼれた二人の手

のみを意識して読むならばこの場面の性的に強烈な印象が浮かひ、上がってくる

だろう。
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二人は聖堂の地下室に通じる狭い階段を下ってゆき、薄暗いアーチの

ところで立ち止まった。

「ここがそうだ。さあお前が覆いを払いのけて見る間わLの手を握っ

ていな。転んで中へ落ちてしまわぬようにな。わしは年老いすぎてー

リューマチ気味でなー自分ではかがめんのじゃ。」と老人は言った。

「黒くて恐ろしい場所だわ」とネルは叫んだ。

指で下を指しながら老人は言った。 r覗いてごらん」
ネルはその言葉に従いその穴の中をのぞき込んだ。

「墓そのもののように見えるな」と老人は言った。

「ええ」ネJレはそう答えた。 (511)

老人と手を握りあったまま暗い聖堂の地下室(ゴシック小説 fモンクjで兄

である聖職者の手で妹が陵辱される場所)の中でネル自身の手ではぎ取られる

覆いの下に隠されている井戸の暗黒が示しているのは、ネJレがもう子供ではな

く、ほんのわずか前の箇所でネルの祖父トレント老人が認識しているように、

「彼女はすぐに(大人の)女になる (505)Jという事実である。この場面の

後次にネルが現れた時には彼女は死者となっている。その唐突きは最後にネJレ

が直接登場するこの場面の持つ重要さを際だたせている。死について語ってい

るというヴイクトリ7朝の疑似宗教的雰囲気の中で容認された形に偽装されて

語られ続けてきたこの物語が一瞬その本当の関心を露わにしそうになり、これ

以上は諮り続けられないと判断された地点が恐らくこの箇所なのである。

クゥイJレプのグロテスクな姿に集中させて描かれているネルのセクシュアリ

ティへの関心こそが実は中心的テーマであり、ネルに何らかの関心を寄せるこ

の小説の大人の男性は本質的にクウイルプの影なのである。教師になる男、墓

守、そしてネルの祖父トレント自身。しかし彼らの抱く欲望について語ること

は許されてはおらず、読み込まれねばならないものである。

ここまで見てきたようなデイケンズの初期作品にみられる近親相姦的傾向、

伯父や祖父、さらには父親が娘や孫娘や姪という疑似親子関係を有する女性に

むける性的干渉、に我々が関心を持つのはそのあり方がロマン主義華やかな時
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代に圧倒的な人気を誇ったゴシック小説における近親相姦のテーマにつながる

ものと考えるからであるが、ゴシック小説と同制七のロマン主義とは果たして

どのような関係にあるのだろうか。

ロマン主義の男女聞の自由な恋愛を尊ぶ傾向は性的欲望という人間の内なる

自然の肯定から直ちに導かれる結論であった。しかし、男女間の自然な欲望が

自由になったとき本当にそれで良いのかどうか。昇華された詩の世界において

は、恋愛は美しいやもしれぬ。しかし現実の場により近い所にその考えを当て

はめたとき何が起こるのか。シェリ}が『解放されたプロメテウス』で恋愛を

人を救済する力として描いている時、多くのゴシックロマンスはそれが家庭と

いう現実の文脈におかれた時どのような動きを見せるのかに注目していた。そ

の結論は fオトラントの城jから『モンクj、そして『イタリア人jへとつな

がるテーマ、近親相姦であった。

セクシュアリティという自然の力が、アルプスのような非日常的で崇高な文

脈から家庭という日常的な文脈に移動させられた時、人びとが思い描いたのは

暗い可能性であった。ゴシック小説はロマン主義が信じるように自然が道徳の

源泉であるならば、当然論理的帰結として生ずることになる一種の混乱の可能

性を描こうとした形式なのだと考えられる。セクシュアリテイが家庭の中に存

在するものであるならば、そのセクシュアリティは果たしてどのようなものな

のか。この問題を女性作家の描いたゴシック小説は描こうとしているのだとメ

ラーは言い、次のようにゴシック小説における父の存在を説明する。

それがたとえ神父であれ家父長であれ、父という存在が女性に対する

暴力の著者/責任者として、またサディスティックな虐待や近親相姦

にいたる行為の実行者として、すなわち家族という政治を構成するあ

らゆる愛情と責任の絡を破る存在として暴き立てられる。父の犯罪は

ほぼ常にエドマンド・パークが神聖な力の顕現と同一視した崇高さの

場であるアルプスの風景の中で起こる。女性によるロマン主義的ゴ

シック小説の伝統は崇高な力の執行を自然から家庭の中に移すことに

よって、 (父娘聞の近親相姦として描かれた) r崇高さ」の恐布(そ
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れはあらゆる場において非常に怪日物的でありながら同時に非常にあり

ふれたものでもある)を父による侵犯の経験として家庭の中に飼い慣

らす(家庭的なものにする)のである。 (Mellor340)。

ラドクリフの『イタリア人』においては偽の父スケドーニが疑似娘の眠る

ベッドに短剣を握りしめて忍び寄る。しかし、近親相姦のテーマは特に女性の

作家の場合にとどまらない。ウォルポールの「オトラントの城』において長男

の妻となるはずだった女性を自らの妻にしようと追跡し、最後に自分の実の娘

と取り違えてナイフでその身体を刺し貫く家父長としての父の欲望にある近親

相姦的傾向は明らかであろう。それは fモンクJに於けるエディプス的な妹の

陵辱において一層露骨である。 rモンク』の場合には血縁的には兄であり宗教
的には父である存在が境界を侵犯する。絶対の権力を有した存在が家庭内の自

然を陵辱するのである。

デイケンズの初期小説には既にみたようにゴシック小説的な近親相姦の欲望

あるいは不安が決してあからさまにではないが、痕跡のように残っている。ゴ

シック小説よりも禁忌にふれる可能性を鋭〈意識した筆遣いによって家庭の中

に置かれたセクシュアリテイの軌跡がたどられているのである。実際にはゴ

シック小説のような安易さで性の境界線が侵犯されたりすることはなしただ

その欲望が想像され代理的に追求されるだけに終わっており、家庭の中のセク

シュアリティに対する不安は偽装された形で提示されているのに過ぎない。し

かしデイケンズの初期作品においては老人や伯父の自らの実の孫や姪あるいは

義理の娘という形で父と実の娘が存在する家庭の中の自然、セクシユアリテイ

のあり方が偽装された形で描かれ続けているのだと考えられるのである。転換

点に描かれた『ドンピー』において、ことさらに父ドンピーが娘7ロレンスを

一見疎んじて遠ざけるように見えるのは家庭内にとどまった娘のセクシュアリ

ティの中に彼が危険な可能性を見ているからに他ならない。家庭は常に逸脱的

な性行為によって危険にさらされている。ゴシック小説の告げようとする真理

はそれである。それ故に監視が求められるのである。
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6 オナニーの監視

『ニックJレピーJ、 『チャズルウイット』、 『骨董屋』とゴシック的近親相

姦の不安を描いた後、作家は fドンピー』ゃ『荒涼館』においてメレディスが

後に実際に経験することになる女性の自由な恋愛を求める傾向による家庭の破

綻の問題を描く。しかしそこでデイケンズの関心はとどまることなく、そのよ

うなロマン主義的な男性と女性、妻と夫とのセクシユアリティという性の水平

方向の関係から、 19世紀に特徴的な親と子の聞の垂直方向のセクシュアリ

ティの問題へと移っていく。逆に言えばデイケンズが最初から描いてきていた

家庭内のセクシュアリティという問題に戻っていくのである。

『ハードタイムズ』、 『リトJレドリット」、 『大いなる遺産jの三つの作品

の構造は共通している。それは親の子供のセクシュアリティの監視ないしは干

渉である。内なる自然であるセクシュ7リティへの警戒の視線はデイケンズと

メレディスにおいて共有されている。 5年の時間差をおいて発表されている

テ・ィケンズの『ハードタイムズjとメレディスの『リチヤ}ド・ 7エヴェレJレ

の苦難J (以下 [7エヴェレルIと記す)は、いずれも子供の性への監視とい

う関心を具現化したものである。

1 858年の妻の出奔のl年後に発表された作品『フェヴェレル』はメレ

ディス自身の経験をほぼ忠実になぞっている。すなわち妻に逃げられ子供をそ

の手に残された一人の男の反応として生まれたものが、一種の悲劇を生み出し

ていく過程を描いたものとなっている。妻の不倫によって息子の教育を一人で

行わなければならない立場となった父オ}ステイン卿は、妻の不貞の原因と

なった制御されないセクシュアリティを恐れるあまり、一人息子のリチヤード

に対して「科学」に基づいた教育を加えていく。

「科学」と作品内ではよばれているが、その具体的内容はヴイクトリア朝の
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性に対する典型的反応の具現である。息子に理性では統御困難な性の可能性が

発現することを恐れた父は、彼を外の世界に触れさせることの危険を思うあま

り自宅内での教育にこだわり、またその自宅内をも性的炉菌状態にとどめよう

と心をくだく。そのため恋愛沙汰を起こした召使いを即座に排除してしまう程

である。このように [7ェヴェレル』において行われる教育とは実際上息子の

性に対する管理であり干渉である。

そのいびつな教育の結果性的な関係に対して一種無菌状態で育った息子は悲

劇的な結末に向かうことになる。リチヤードは性的なものへの免疫をもたない

まま成長していくのだが、皮肉なことに純粋で無垢な、性に対する過敏なこだ

わりがなければ理想的とも言えるような相手と巡り会い恋に落ちる。しかし性

つまり情熱によって引かれ会う男女関係に嫌悪を感じ否定的だった父オ}ス

ティンは二人の関係を認めようとしない。そのため二人はロンドンへ出て密か

に結婚する。しかしそれまで性的なものから隔離されていた無垢な二人地主都会

に出たとき、その誘惑は苛烈でリチヤードらはそれに抗うすべをしらない。結

果として彼は世間ずれした魅力的な女性に誘惑され、リチヤードの妻も悪擦れ

した男に狙われて妊娠してしまう。

1 8 5 9年に出版された [7ェヴェレルJが貸本業界大手のミューテ・ィの自

主規制に引っかかって取り扱いを拒まれるほど、比較的あからさまに性の問題

を取り扱っていたのに対して、その抑圧をより敏感に感じていたのかあるい

は、その振る舞い自体がヴイクトリア朝的な自主的な抑圧の始まりだったの

か、その5年前に連載されたデイケンズの『ハードタイムズjにおいては実の

所、性に対する言及はより巧妙に偽装されている。[フェヴェレル』が父親に

よる息子のセクシュアリティの管理の物語であることは見間違いようがない

が、 『ハードタイムズ』は一見、労働者によるストライキの問題でもあるよう

に見え、一見功利主義的思想による自由な感受性の抑圧の問題のようにも見え

る。しかし、実際に作品がその中心的関心を注いでいるのは誤った教育の問題

であり、さらに言えばその教育とは家庭内で性をどう取り扱うのかという問題
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なのである。デイケンズの初期作品でゴシック的な欲望が偽装されて語られて

いたように、セクシュアリテイの制御と管理というメレディスがあからさまに

語って事実上の検闘を受けた問題が巧妙な偽装の下に語られている。

妻を持たない父が子供の教育に専心する。その抑圧的な教育の結果、子供の

中に何らかの破綻が生まれていく。この『ハードタイムズ』の構造は『フエ

ヴェレル』と同じものである。デイケンズの作品では抑圧的な教育の結果、息

子が金銭に関する法的逸脱を、娘が性的者逸脱を犯す。 rハードタイムズjに
おいてオースティン卿の役割を果たす教育者グラッドグラインドの娘ルイーザ

は父親から「事実」に基づいた教育を受けた結果、ハートに関わるものを抑圧

することを学んでいき、その結果父の言いつけ通りに年の離れた男性と意に染

まぬ結婚をした後、別の男性に誘惑され性的逸脱に限りなく近づく。 rいい
か、私の望んでいるのは事実、事実、事実だ」と厳格な父グラッドグラインド

は言うが、彼が事実を望むのは、金銭という事実にのみ固執するピューリタン

的禁欲が欲望を抑圧しうると信じているからに他ならない。グラッドグライン

ドが成金のパウンダーピーに娘を嫁がせようとするとき、 1レイーザは一見何も

ないように見えながら夜になれば噴き出してくる「炎」について語ることで父

に問題を気づかせようとするが父親にその思いは届くことはない。

このような家庭の中での子供のセクシュアリティを強く意識した状態は、 L

かし、 18-19世紀の中産階級の世界においては、 7-コーの言葉を信じる

ならば、例外というよりも通例、もっと言えばその本質であった。近代の核家

族は子供の性の監視という必要により要請されたものであった。核家族化が生

じた結果子供の性、具体的にはその自慰の駆り立てが始まったのではなくて、

自慰の駆り立てがあって、その結果として核家族が生まれてきたのだとフー

コーは言う(274)。

それまでの支配層である貴族を正当化していた伝統の青い血に代わり、新し

く時代の中心となろうとする中産階級が自己の存在の正当化のために必要と L

たのは生殖の力を保証する白い液体であった。健全な生殖を望む中産階級の要
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請がセクシユアリテイへの当時の医学の過剰とも言える関心の背景として存在

していた。生殖に結びつかない、いかなる性行動も身体に深刻な害をもたらす

と説く医者もいた。その結果マスターベーションは失明や精神病、心臓病、果

ては肺結核の原因になるとまで主張された。ここには医学と中産階級の利害の

完全な一致が見られる つまり生殖がすべてなのであり、生殖につながらない

性はすべて逸脱であり、アブノーマルなものと見なされるのである。

基本的には近代以前の世界においてはセクシュアリティというものは宗教に

よって規定されて管理されていた。その宗教の影響力と権威が弱まるにつれて

別の原理、別の視線が影響力を持ち始めた。伝統的な意味の枠組みに代わって

科学の原理、科学の知が重要なものとして振る舞い始める。その主張は少なく

とも当時においては実は伝統的な知と同じかあるいはそれに劣るほどの正確さ

しか有していなかった。それは科学的知識の絶対の優越によってというより

も、伝統的な知識が揺らいだが故に、伝統的な知の枠組みが崩壊したその隙間

を埋めるべく現れてきたのだとも言える。そして医学は新しい時代の中心とな

る階級の利益と結びついていくようになった。

子供が自慰をするようになるのは親の配慮、親の不注意、;怠慢、そういうも

のの結果としておこるのであり、子供に近接してこどもの性的逸脱を妨げるた

めには家族の空間を出来る限り縮小していくべきだという圧力が加わったのだ

と7ーコーは言う (270)。この監視の視線を通して近代の家庭、性によっ

て満たされ医学によって不安にさせられた近代の家庭は子供の怪しげなベッド

を中心に誕生する。家庭とは子供の性をめぐるパノプテイコンなのである。

7ーコーはその振る舞いを近親相姦的、と誤解を招きかねない表現を使って描

写する。その真意は親の子供への密接的な関係、注目するその視線の強さを表

すものだ。 7ーコーの描く図式においては核家族の形成にはセクシュアリティ

が重要な意義を帯びている。医学の権威と結びついて様々な病の原因として子

供のセクシュアリティが駆り立ての対象となっていく。

『ハードタイムズ』が重要なのはそれが後の作品での家庭内での性の監視と
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いうテーマを恐らくは意識的に初めてデイケンズが表現したという点であろ

う。血縁関係のある(あるいは制度的に親子関係を結んだ)者向士の問の隠微

な偽装された性的欲望というゴシック小説的段階から一段進んで、直接的世近

親相姦ではなく、監視による近親相姦、すなわちフーコーの示唆する「親子の

直接的関係で完全に飽和したもの」としての家庭内の状況への移行が猫かれて

いくようになる。

オナニーの監視という点についてはウィリアム・コーエンが「手の振る舞

い」と題した批評で『大いなる遺産』でのオナニーへの監視がどれほとε巧妙で

どれほどそれ自体古湖]圧に荷担したものであるか詳細にそして説得的に語って

いる。コーエンの指摘を受けるまではこのテクストの細部にいたるまで性的な

監視の視線が充ち満ちていることに私は気がつくことが出来なかった。が、

ピァプカ旬、わば暴力的な脅しによってマグウイツチに食べ物とやすりを届けた

ことに対しなぜ不釣り合いとも思える「良心」の阿責を訴えるのか、その不釣

り合いさは、この批評家の指摘によってそれがオナニーへの罪悪感と重ねられ

ているのだと知れば、一応の納得はいく。ピップの足を流れ落ちていく周りか

ら隠されねばならないバターの意味はやはり性的なものであると考えるのが妥

当であろう o

さらに言えばデイケンズがこの作品において「最もありふれた悪徳」につい

て描くのだと言っている事を思い出す必要がある。マグウイツチによって脅さ

れて犯すことになった盗みという罪がピップのズボンの中の別の秘密と重なり

あい、 「邪悪な秘密」へと姿を変えていく。後にピップに送り続けていた金の

秘密を明かした際マグウイツチは自分の事をピップの「三番目の父」だという

(5 74)が、我々のたどってきた論理に従えば、マグウィッチは金を送るこ

とによってではなく最初の盗みをピップに強いたことによって、ピップの中の

「邪悪な秘密」をひきおこし、そのセクシュアリテイへの介入によってピップ

の父となっていくのである。

ピップの語る物語の中に明示されぬ、偽装されたものがあるという構造は初
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期の作品がゴシック的近親相姦のテーマを偽装している構造と類似している。

さらに言えばその監視されるセクシュアリティという家庭内で子供のセクシュ

アリテイが置かれた状態を考慮に入れることによってデイケンズ後期作品の中

での親子関係のありょうがより理解できるようになるという事を認める必要が

ある。

『リトルドリット』のクレナム夫人、 『大いなる遺産jのハヴイシャム夫

人、そして『ハードタイムズ』のグラッドグラインド、この3人の「親j遠の

行動には一つの共通性があり、その行動はジョージ・エリオットの理想化され

た家庭が描いていない過程、つまり具体的にどのような家庭内の化学変化に

よって 19世紀において家庭が実質上道徳の源泉へと変貌を遂げていくのかを

明らかにする。ロマン主義が信奉した男女聞のセクシュアリティが家庭内に忍

ぴ込み、垂直の方向への力へと変化を遂げて家庭内の、親子の聞の関係を特殊

なものへと変えていく。エリオットがセクシユアリティとしての自然を遺伝の

問題として家庭の本質とは切り離しセクシュアリティの脱色された家庭と親子

関係を思い描いたのに対して、デイケンズはメレディスと共にそしてさらに言

えば7ーコーと共に、家庭内のセクシュアリティこそが家庭を特殊な意味を帯

びた空間にしていくものと見ていたのである。

『リトルドリット』のクレナム夫人の行為は『フェヴェレルjのオーステイ

ン卿のそれとあまり変わらない。そしてその母親に育てられたこの小説の事実

上の主人公アーサー-クレナムの経験はほぼリチヤード自身のそれに等しい。

彼は母親から与えられた教育により一種の精神的な麻捧に陥っている。リ

チヤードが比較早い段階で破綻を見せるのに対して、アーサーは40を過ぎて

も依然として少年時代に受けた抑圧的な教育の与えた傷に苦しめられている。

何故夫人はアーサーに厳しい罪の因果応報を強調するようなメソデイズムを

恩わせる教育を施したのか。そこにはメレディスが結婚後に経験したような経

験が関わっていた。クレナム夫人は結婚後まもなく新しく夫となった男性が既

に別の女性との聞に子供をもうけていたことを知る。物語の終わりに至るまで
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隠され続けたアーサーのこの出生の秘密こそクレナム夫人に厳しい抑圧的な教

育を法律上の息子に対して行わせた理由だった。新妻となったクレナム夫人が

直面しなくてはならなかったのは家庭の中にあらかじめ存在した自由な恋愛に

基づいた性的な逸脱であった。アーサーという存在自身が、クレナム夫人が宗

教の力を借りて調伏しようとした性の力、もっと言えばロマン主義的者自由な

恋愛のもたらした結果なのであった。個人に性的な満足を与えるが、穏やかな

家庭の構築につながらない、それどころか、家庭を破壊しその土台をあやうく

しかねないような関係。それこそクレナム夫人古せす処しなくてはならなかった

ものであった。

一見クレナム夫人の与えた教育は宗教的な外見をまとっている。ちょうど

オースティン卿の教育が科学の外観をまとったように。しかしその本質は性に

関わる抑圧であることは、中年となったアーサーが若い女性ベットへの思いを

繰り返し抑圧する場面によって明らかにされている。抑圧的な教育を与えられ

たアーサーは自由な恋愛全体を罪を帯びたものとしてしか認識出来ない。彼の

セクシュアリテイは教育によって麻揮し拘束されているのである。

そのような麻揮の根源にはクレナム夫人の自由な恋愛への憎悪をはらんだ態

度か存在する。その点で彼女の経験は『大いなる遺産lのハヴィシャム夫人の

経験と通底する。恋人に婚礼の当日に裏切られた彼女の娘に加える教育は男性

に対する憎悪に満ちている。彼女の与えるその憎悪に基づいた教育がエステラ

という存在を生み出す上で決定的な役割を果たしている。男性に傷つけられた

クレナム夫人がアーサーの性に干渉したように、同じく男性から裏切られたハ

ヴイシャム夫人は直接的にエステラの性のありように干渉し彼女を男性を傷つ

けるための存在へと変貌させていく。いずれの場合も親が子供のセクシュアリ

ティに密接に関わることで子供が作られていく。

このような家庭を作り上げるディケンズ後期作品の構造を念頭に置くなら

ば、最初に提示しておいた疑問にはこのように答えることが可能になるのでは

ないか。 r大いなる遺産』の最後に至ってハヴイシャム夫人が炎を包まれた時
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ピップがそれを消そうとして結果的に「必死の敵同士のように」くんずほぐれ

っと一個の炎となって転げ回る場面を描く必要があったのか。その理由はこう

である。ハヴイシヤム夫人は恋愛に傷ついた後、復讐のためにエステラに近親

相姦的と7ーコーなら言うような密接な関係を結びそのセクシュアリティに介

入した。エステラ自身がハヴイシャム夫人に言うように (28 5)エステラを

エステラにしたのはハヴィシャム夫人であった。そじてその作られたエステラ

を過してハヴイシャム夫人はピップのセクシュアリティに介入する(エステラ

がピップの「邪悪な秘密」と関わりのある手を批判する行為)事によって、ハ

ヴイシヤム夫人とピップの関係はマグイッチとピップの関係同様、疑似親子関

係となっていく。ピップの「手の振る舞い (W. コーエン)Jに関心を注いで

いるとピップが感じていたのは直接的には彼の手を「卑しい」と言ったエステ

ラであったが、その考えをエステラに吹き込んだのはハヴィシャム夫人であっ

た。コーエンによれば手は性につながるものとして『大いなる遺産』の中で提

示される。ハヴィシャム夫人を自分を援助する金銭の出所だとピップが思い

誤ったことはピップとハヴィシャム夫人の関係の本質ではない。ハヴィシャム

夫人の監視はエステラを通してピップに及んでいる。そして彼らの聞の疑似親

子関係は本質的に性的なものなのである。マグウイッチの小児性愛としての冒

頭のピップとの関係同様、ハヴイシャム夫人とピップに聞に成立していく関係

は7ーコー的パノプテイコンを連想させる疑似親子関係である。子供の性が近

親相姦的な密接さをもって監視され監視されることによって、性を媒介とした

特殊で強烈な関係が親と子の間に生まれていく o おそらくその事を示すために

最後にピップとハヴイシャム夫人は一個の炎の塊となる必要があったのであ

る。その炎の中で彼らは同時に恋人同士であり、敵同士でもあった。
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7 結び

ローリー ラングパオアーはその「女性とロマンス』において女性をロマン

ユと結びつけ、ロマンス的なものを制度や秩序に対する不満と理解し、主に

『荒涼館jにおいて不倫の結果主人公のエスターを産んだきまよえる女デド

ロック夫人の姿と重ねて描いている。デイケンズを扱った章の後半では母の存

在と狂気とを結びつけてハヴィシャム夫人についても語っているのだが、ラン

グパオアーの論理を単純化して言えば、ヴイクトリア朝においてはロマン主義

的な恋愛をすることが許されないこと、それが禁止されて家庭の中に閉じこめ

られた状態が一方でデドロック夫人のような不満状態に促されて放浪する女を

生み出し、他方では家庭の中に閉じこめられた女がやがてはハヴィシャム夫人

に代表されるようなヒステリーという一種の狂気および囚獄状態へとつながっ

ていく、そういう見立てであろうと考えられる。 しかし、ここまで見てきたよ

うにロマン主義的な自由な倫理を越えた恋愛はデイケンズの主要な関心であっ

たことはなかった。つまり一般的な近代英国社会の歴史においては確かに、

ヴイクトリア朝的性の抑圧の前にはロマン主義の恋愛があり、そしてヴィクト

リア朝の後期に至って女性の解放が進みロマン主義的な恋愛が再び拡がってい

くという流れがあるのは事実のだが、デイケンズの作品の流れをたどる限りロ

マン主義的な恋愛への欲望とその欲望の抑圧という個人の女性を念頭においた

解釈では実際にその小説に書かれたものをすくい取るのに十分とは言えないの

ではないかという事である。

女性の自由を求めるようなデドロック夫人や『ドンピー』のカーカーと出奔

する妻イーディスの姿は典型的なデイナンズの家庭を作り上げているようには

見えない。では典型的な母(疑似母)であり、かっ自らを獄としての家庭に閉

じこめているハヴィシャム夫人やクレナム夫人はどのように振る舞っているの

か。彼女達の望んだのは自由な恋愛を行うことではなかったし、また彼女たち

は自由な恋愛を望みながらそれを押さえつけられて家庭という牢獄の中にいた
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のでもない。むしろそのような恋愛によって深〈傷ついた後に自ら進んで自分

と子供との牢獄を築いていくのである。つまり彼女たちが一種の牢獄の中にい

るのは事実だが、それは制度や秩序の力によって自由な恋愛という欲望を禁じ

られてそうなっているのでもなく、また自由な恋愛に対しての直接の欲望にと

らわれていたわけでもないということである。牢獄を作り上げる行為こそ重要

な意味を持っており作家もそれにこそ、恐らく放浪する女達に対してよりも、

より大きな関心を注いでいるように見える。

彼女たちを牢獄においたもの、それはこの小論で見てきたように彼女たちの

子供に対する関心と干渉である。家庭が牢獄であるのは恋愛に対する欲望と挫

折の故ではない。それはセクシユアリティを近親相姦的な近接さと関心を持っ

て監視するパノプテイコン的な構造によってそうなるのだということである。

ここにあるのはグーパーらがメアリ・シェリとミルトンを念頭において近親

相姦というメタファーを唯我論的なものとした指摘 (229)とつながっている

事態である。ゴシック小説的近親相姦の要素が初期デイケンズ作品につながっ

ている点については既に触れたが、その家庭内に置かれたセクシュアリティと

いう問題はその後期作品に描かれた子供のセクシユアリティに対しての親によ

る過剰な干渉という家庭の構造の原型なのだと考えられる。男性という他者を

信じて裏切られたハヴィシャム夫人、結婚という聖なる制度の中に性的逸脱と

夫と別の女性という他者のつながりを発見したクレナム夫人、彼女たちは、メ

レディスのオーステイン卿がそうしたように、その他者への不信を克服するた

めに他者の介在しない徹底的に自分のと呼べる家庭を作り上げていこうとす

る。

近代社会が経験した他者への不信と共同体の崩壊の感覚が恐らくは、 19世

紀的な家庭信奉へとつながっていくものなのである。ゴシック小説が近親相姦

において描いた自分の子供への欲望をデイケンズとメレディスは信用ならない

他者に代わる自分自身への欲望と解釈する。彼らの描く親たちが子供のセク

シュアリティに干渉することによって、監視している自分の手の中で自分の中
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の最も重要な「道徳の源泉jであったもの、即ちセクシュアリティという自然

を結節点として育てられていくものは事実上、自分自身なのである。誰か知ら

ない人への信頼でなく、自分自身への自家撞着的な感情が家庭という密閉され

て他者を排除した空間を強〈濃い色で染め上げていく。子供を含む家庭が、信

じられない他人ではないものすべてとしての自分自身となっていくのだと言っ

ても良い。ここにあるのはもはや自分の個人的感痛を安心して委ねることので

きなくなってしまった、市場の原理によって動いているに過ぎない他人=社会

に対しての否認である。他者が信頼できない存在になってしまったので、家庭

の中に自分を再現できる対象を見いだそうとしている。その意味で『大いなる

遺産Jの快適なウエミックの家は彼の結婚以前に十分にデイケンズ的な意味の

家庭になっているとは言えない。それはスキフィン嬢との結婚とさらに子供の

養育を必要とするのである。

確かにテイラーが指摘するように19世紀において自然の意味が変容し人び

とは人間の意向や意志とは関わりなく働いている力として自然を見るようにな

る。しかしそれは外の世界の、自分とは切り離された信用できない世界におけ

る自然なのであり、それとは別に、そしてそれと平行する形で自然、は形を変え

て19世紀の家庭の中に密かに入り込んでいったのだと見る。人を決定し作り

上げる力として親が子を自分の形に似せて作り上げる根拠として信奉され、そ

の事によって親と子の存在する場、家庭を特殊な存在として認めさせていくの

である。他渚への不信こそ家族への、作られる自分の子供への信頼の原因であ

り、その信頼を作るのは他人を排除した密接な近親相姦的な近接さへの志向で

ある。
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